
     表彰演題 
 

《 学術大会長賞 》 

脊髄損傷者の ASIA Impairment Scaleと仙髄領域評価の関係性 

–国際標準的評価法の簡略化に向けた取り組み– 

有地 祐人（総合せき損センター） 

《 優秀賞 》 

下肢装具により麻痺側前方推進力が改善する片麻痺歩行の特徴 

‐人工知能を応用した特徴選択‐ 

間野 直人（関西医科大学大学院） 

 

脳卒中患者における歩行の関節運動学的特徴と筋シナジーパターン 

水田 直道（畿央大学大学院） 

 

《 奨励賞 》 

歩行障害の構造分析 

‐疾患横断的分析による異常歩行パターンの特徴抽出‐ 

高村 優作（国立障害者リハビリテーションセンター研究所） 

 

入院脳卒中患者における疼痛の実態 

‐第 2報 運動機能および心理的社会的要因に着目して‐ 

小笠原 舞（近森リハビリテーション病院） 

 

 


